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伊
与
木
弥
平
次
の
墓
は
、
長
宗
我
部

元
親
か
ら
贈
ら
れ
た
５
輪
の
塔
で
、
伊

与
喜
字
堂
ノ
本（
俗
称
寺
屋
敷
）、
も
と

の
宝
積
山
普
門
院
随
正
寺
跡
の
境
内
に

建
っ
て
い
ま
す
。

※
昭
和

４８（
１
９
７
３
）年
佐
賀
町
文
化

財
指
定
。

 
伊
与
木
弥
平
次
忠
実
は
、
伊
与
木
城

５
代
目
城
主
で
す
。
歴
代
城
主
中
最
も

有
名
で
、
そ
の
強
弓
は

１７
歳
の
時
早
く

も
土
佐
三
強
弓
の
１
人
に
数
え
ら
れ
て

い
ま
し
た
。

　
幼
名
は
国
安
ま
た
は
隆
次
と
い
い
、

元
服
後
は
弥
平
次
忠
実
と
名
乗
り
ま
し

た
。

　
少
年
時
代
か
ら
弓
術
に
長
じ
、

１７
歳

の
時
に
は
、
佐
竹
太
郎
兵
衛
義
秀
、
志

和
勘
助
と
共
に
土
佐
の
三
強
弓
と
い
わ

れ
、そ
の
名
を
外
国
に
ま
で
と
ど
ろ
か

せ
ま
し
た
。

　
天
正

１４（
１
５
８
６
）年
、
佐
賀
城
主
・

光
富
権
之
助
、
坂
本
六
兵
衛
重
次
、
森

式
部
源
長
重
ら
の
勇
士
に
交
じ
っ
て
、

九
州
戸
次
川
の
戦
い
に
初
陣
と
し
て
出

陣
し
ま
し
た
。
こ
の
時
弥
平
次
は
わ
ず

か
１１
歳
で
し
た
が
、
戸
次
川
の
激
戦
に

無
事
凱
旋
し
ま
し
た
。
一
緒
に
出
陣
し

た
権
之
助
も
、
身
に
重
傷
を
負
い
な
が

ら
大
功
を
立
て
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
豊
臣
秀
吉
の
文
禄
元（
１

５
８
６
）年
の
朝
鮮
出
兵
で
の
戦
に
、長

宗
我
部
元
親
の
命
令
で
、
再
び
光
富
権

之
助
、
坂
本
六
兵
衛
重
次
と
共
に
従
軍

し
ま
し
た
。

　
九
州
名
護
屋
で
朝
鮮
渡
海
の
船
を
待

っ
て
い
る
時
、
名
護
屋
城
内
の
陣
屋
に

立
て
掛
け
て
あ
っ
た
弥
平
次
愛
用
の
大

弓
を
見
て
秀
吉
が
驚
い
た
の
で
、
弥
平

次
は
大
弓
で
み
か
ん
の
木
に
な
っ
た
４

〜
５
寸
の
実
を
射
抜
い
て
見
せ
、
再
び

驚
嘆
さ
せ
た
と
い
う
面
白
い
逸
話
が
あ

り
ま
す
。

　
朝
鮮
に
上
陸
し
た
弥
平
次
は
、
武
運

つ
た
な
く
間
も
な
く
痘
瘡
に
か
か
り
、

同
年
３
月

２７
日
、
高
麗
の
国
で
異
境
の

土
と
化
し
ま
し
た
。
こ
の
時
わ
ず
か

１７

歳
、
稀
世
の
弓
豪
は
他
国
で
命
を
散
ら

し
た
の
で
す
。

　
一
緒
に
従
軍
し
、
各
地
に
転
戦
し
て

功
を
立
て
て
い
た
権
之
助
も
重
傷
を
負

い
、
元
親
の
命
令
に
よ
っ
て
内
地
へ
帰

還
す
る
途
中
、
朝
鮮
忠
徳
島
で
亡
く
な

り
ま
し
た
。

　
一
方
重
次
は
、
亡
く
な
っ
た
権
之
助

の
代
わ
り
に
３
０
０
人
の
兵
を
連
れ
て
、

無
事
帰
還
を
果
た
し
ま
し
た
。

　
弥
平
次
の
遺
髪
は
随
正
寺
に
葬
ら
れ
、

元
親
か
ら
墓
石
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
弥
平
次
は
、「
随
正
寺
殿
高
嶺
星
雲

大
居
士
」
の
法
号
で
祭
ら
れ
、
伊
与
喜

地
区
で
は
、
毎
年
７
月

２０
日
に
弥
平
次

の
祭
り
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
若
く
し
て
異
境
に
散
っ
た
旧

主
の
霊
を
慰
め
る
た
め
に
、
城
下
の
老

若
男
女
に
よ
っ
て
弥
平
次
踊
り
が
始
ま

り
、
踊
り
は
毎
年
７
月

１０
日
の
夜
、
随

正
寺
の
庭（
墓
前
）で
行
わ
れ
、川
奥
、荷

稲
方
面
か
ら
も
踊
り
に
参
加
し
、
明
治

２７（
１
８
９
４
）年
頃
ま
で
、約
３
０
０

年
間
続
き
ま
し
た
。

　
伊
与
木
城
４
代
目
城
主
。
天
正
５（
１

５
７
７
）年
、
長
宗
我
部
元
親
の
四
国

統
合
出
兵
に
加
わ
り
、
阿
波
三
好
合
戦
、

伊
予
三
滝
城
一
番
乗
り
、
そ
の
他
の
合

戦
に
大
功
を
立
て
ま
し
た
。
元
親
は
こ

れ
を
賞
し
て
井
田
村
、
有
井
川
村
を
褒

美
と
し
て
与
え
ま
し
た
。
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潮
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か
わ

き

せ
い

み

た
き


